
【事業目的】

8 款 1 項 1 目 目名称

（単位：千円）

引き続き実施予定

平成２７年度～事  業  期  間

上記事業概要と同じ
（受験料平均15千円×15人）

事    業    名
【継続】

22万5

当 初 予 算 額
　　　　　　　財 　 源　  内 　 訳　

土木建築人材育成事業

229P
7.安全で安心して暮らせる快適なまちづくり

当初予算書

道路課

来 年 度 以 降

一 般 財 源そ の 他国  費 県  費 地 方 債

22万5

事
業
計
画

前 年 度 ま で 今   年   度

上記事業概要と同じ

総 事 業 費

【事業概要】

科 目 土木総務費

定住対策として、土木建築関係の資格取得者に対し受験料の支援を行い、
人材育成及び人口流出の抑制を図ります。

≪事業期間≫ 平成２７年度～

≪対 象 者≫ 市内在住者で下記に示す資格を取得した者で、かつ市税を
滞納していない者

・建築士
・土木施工管理技士
・管工事施工管理技士

・造園施工管理技士
・建設機械施工技士

・建築施工管理技士
・電気工事施工管理技士
・電気通信工事施工管理技士

資格合格者に対して
受験料全額補助
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【事業目的】
島原城周辺の歩道を整備し交通事故の防止、美しい街並みを形成します。

併せて、島原市の玄関口である島原駅と主要観光地である島原城とを結ぶ重要な

路線の無電柱化を実施し、都市災害の防止、都市景観の向上を図ります。

東城内線ほか電線共同溝整備工事　　１式

8 款 2 項 2 目 目名称

（単位：千円）

歩道工事
電線共同溝整備工事

平成３０年～令和６年事  業  期  間

電線共同溝整備工事

事    業    名
【継続】

3,405万7

当 初 予 算 額
　　　　　　　財 　 源　  内 　 訳　

社会資本整備総合交付金事業（無電柱化）

235P
7.安全で安心して暮らせる快適なまちづくり

当初予算書

道路課

来 年 度 以 降

一 般 財 源そ の 他国  費 県  費

1,700万0 1,610万0

地 方 債

95万7

事
業
計
画

前 年 度 ま で 今   年   度

歩道測量設計
官民連携無電柱化補助金
電線共同溝測量設計

総 事 業 費 6億0万0（複数年度事業）

【事業概要】

科 目 道路維持費

島原市役所

島原城

島原駅
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【事業目的】

【事業概要】

　排水ポンプ場整備　１箇所

　　（排水ポンプ口径φ400×2台　排水能力18ｍ3／分×2台）

8 款 2 項 3 目 目名称

　の排水ポンプ場及び地区の緊急避難道路の役割をもつ有馬船津５号線を整備します。

　令和２年度　有馬船津５号線改良工事　１式

　有馬船津５号線改良　延長L=245ｍ　幅員W=5ｍ

科 目 道路新設改良費（単独）

事
業
計
画

前 年 度 ま で 今   年   度

埋立申請書作成業務
建物等事前調査、用地補償
有馬船津５号線改良工事
排水ポンプピット工事

有馬船津５号線改良工事
排水ポンプ場整備工事

有馬船津５号線改良工事
排水ポンプ場整備工事

道路課

来 年 度 以 降

船津地区高潮対策事業費
　　　　　　　財 　 源　  内 　 訳　 （単位：千円）

当 初 予 算 額
一 般 財 源そ の 他国  費

235P
7.安全で安心して暮らせる快適なまちづくり

当初予算書

事  業  期  間

事    業    名
【継続】

950万0

6億0万0（複数年度事業）平成２６年度～令和３年度

　平成24年9月に発生した台風16号により、高潮で甚大な浸水被害を受けた船津地区の高潮

　対策事業として、県施工の堤防により閉め切られる内側の水を堤防の外側へ排水するため

総 事 業 費

県  費

　　　　　　　排水ポンプ場整備工事　　１式

地 方 債

2億3,000万0 2億2,050万0

排水ポンプ場
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【事業目的】

【事業概要】

水頭付近 　弁天町付近

8 款 2 項 3 目 目名称

（単位：千円）

（水頭工区・弁天町工区）
用地取得及び建物補償

本工事

令和元年度～令和９年度事  業  期  間

（弁天町工区）
土地評価、建物調査
用地取得及び建物補償

本工事

【継続】

4億2,002万6

当 初 予 算 額
　　　　　　　財 　 源　  内 　 訳　

堀町縦線整備事業

235P

当初予算書

道路課

来 年 度 以 降

事    業    名

一 般 財 源そ の 他国  費 県  費

1億6,800万0 2億4,180万0

地 方 債

1,022万6

事
業
計
画

前 年 度 ま で 今   年   度

（水頭工区・弁天町工区）
測量及び設計

総 事 業 費 11億0万0（複数年度事業）

科 目 道路新設改良費

7.安全で安心して暮らせる快適なまちづくり

国道251号弁天町一丁目から音無川、中央公園、アーケードを経由し、市道外港大手広
場線を結ぶ市道です。

商業施設、観光施設が多く立地しており、市街地中心部の交通混雑の解消を目的とする
とともに、一部区間は一方通行であり歩道もないため、緊急車両の通行に支障をきたすだ
けでなく、学童の通学においても危険であることから整備を行い、地域住民及び観光客の
利便性の向上を図り、地域の活性化につなげます。

国道251号と市道の交差点の集約を図り（弁天町工区）、市道外港大手広場線から市道
上の町広馬場線（アーケード）までは一方通行の解消を目的とし（水頭工区）、設計、建
物調査、用地取得及び建物補償、本工事を実施します。

中央公園

江東寺

堀町縦線 L=640m
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【事業目的】

・市が管理する269橋を平成26年度から５年に１回の頻度で定期点検を実施し、

　劣化度の高い橋梁から調査設計、補修工事を行い、橋梁の長寿命化を図ります。

・定期点検の結果に基づき橋梁長寿命化計画の見直し、更新を行います。

・橋梁の劣化による突発的な落橋を防ぐとともに、長期的に渡る通行止めの回避を図り、

○橋梁点検 54 橋

○調査設計 1 橋

○補修工事 4 橋

8 款 2 項 4 目 目名称

　になったため、点検を計画的に進めます。

【事業概要】

【効果】

　第三者被害の防止を目指します。

橋りょう新設改良費

点検(第2回）　160橋
調査設計　　　 10橋
補修工事        8橋

5億0万0（複数年度事業）

来 年 度 以 降

総 事 業 費

・平成31年度に市が管理する269橋の橋りょう長寿命化修繕計画を策定（更新）し、対策が

道路課

事
業
計
画

前 年 度 ま で 今   年   度

点検(第2回） 55橋
調査設計 　 　8橋
補修工事     20橋

　必要な橋梁の長寿命化工事を実施しています。

科 目

237P
7.安全で安心して暮らせる快適なまちづくり

当初予算書

事    業    名
【継続】

　　　　　　　財 　 源　  内 　 訳　
当 初 予 算 額

道路橋長寿命化（社会資本整備総合交付金事業）

県  費 そ の 他国  費 一 般 財 源

点検(第2回）  54橋
調査設計 　 　 1橋
補修工事  　 　4橋

2,750万0 938万3

（単位：千円）

地 方 債

平成２６年度～令和５年度事  業  期  間

・平成26年6月に国土交通省が「橋梁定期点検要領」を定め、5年に1回定期点検を行うよう

1,350万05,038万3
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 締切護岸工

8 款 3 項 1 目 目名称

7.安全で安心して暮らせる快適なまちづくり
当初予算書

239P

事    業    名
【継続】

広馬場下公有水面埋立事業

当 初 予 算 額
　　　　　　　財 　 源　  内 　 訳　 （単位：千円）

国  費 県  費 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源

1億721万1 9,870万0 851万1

事  業  期  間 平成２７年度～令和６年度 （複数年度事業） 総 事 業 費 2億7,200万0

科 目 河川整備事業費 都市整備課

事
業
計
画

前 年 度 ま で 今   年   度 来 年 度 以 降

測量調査 地質調査 詳細設計
建物事前調査 埋立免許
本工事　締切護岸工　L=8.0m
      　埋立造成工 V=16,000㎥
　　　　矢板工　L＝57ｍ

本工事
　埋立造成工　A=4000㎥
　排水施設工　L=305m

本工事
公有水面埋立竣工認可
利活用施設整備

【事業目的】
船津地区は、7月から10月にかけて大潮時には、護岸を越える潮位により、鉄道や道路が冠水し、
家屋が浸水するなどの被害が発生しています。特に、平成24年9月17日の台風16号に伴う高潮に
より、床上浸水74戸、床下浸水182戸の記録的な被害が発生しました。
高潮が広馬場下の船溜りに入り込まないように公有水面を埋め立てることにより、高潮に伴う浸水

被害を防止し、災害から地域住民の人命と財産を守り、市民が安全で安心して暮らせる快適なま
ちをつくります。

【事業概要】
・島原市広馬場町390番から津町588番3を経て湊新地町396番に至る間の地先公有水面の埋立。
・埋立面積は、約4,500㎡、埋立高さ約5ｍ、埋立土砂約20,000㎥
・令和 ２年度……埋立造成工事、排水施設工事

被災状況

埋立面積

約4500㎡

国
道

２
５

１
号

島原船津駅

広馬場町 湊新地町

津町
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【事業目的】

【事業概要】

白土湖交差点から山側

新山本町線交差点から海側

8 款 5 項 3 目 目名称科 目 街路整備事業費

総 事 業 費 8億0万0（複数年度事業）

事
業
計
画

前 年 度 ま で 今   年   度

測量及び設計
用地取得及び建物補償
本工事　延長L=310ｍ

一 般 財 源そ の 他国  費 県  費

3,048万0 3,100万0

地 方 債

1,526万9

251P
7.安全で安心して暮らせる快適なまちづくり

当初予算書

都市整備課

来 年 度 以 降

事    業    名
【継続】

7,674万9

当 初 予 算 額
　　　　　　　財 　 源　  内 　 訳　

霊南山ノ神線整備事業
（単位：千円）

平成１９年度～令和２年度事  業  期  間

建物調査
用地取得及び建物補償
本工事　延長L=50ｍ

国道251号蛭子町一丁目から島原郵便局、白土湖、上の原二丁目を経由し、島原総合運
動公園を結ぶ都市計画道路です。
市街地中心部の交通混雑の解消を目的とするとともに、本事業個所は、狭小な道路し

かなく、緊急車両の通行に支障をきたすだけでなく、学童の通学においても危険である
ことから整備を行い、地域住民の利便性の向上を図り、地域の活性化につなげます。

海手側の市道上の町広馬場線（島原郵便局付近）から市道中堀町新山線までの約280ｍ
区間は、平成27年11月に供用を開始しています。

山手側の白土湖側の交差点から新山本町線交差点までの約360ｍ区間について、建物調
査を実施し、用地取得及び建物補償を行ない工事を実施します。

白
土
湖
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【事業目的】

【事業概要】

8 款 5 項 3 目 目名称

用地取得及び建物補償
本工事　延長L=990ｍ

科 目 街路整備事業費 都市整備課

事
業
計
画

前 年 度 ま で 今   年   度 来 年 度 以 降

測量及び設計
効果分析調査

都市計画決定・事業認可
用地取得及び建物補償

事  業  期  間 平成２７年度～令和１１年度 （複数年度事業） 総 事 業 費 19億6,000万0

1億4,033万6 5,604万0 5,080万0 3,349万6

当 初 予 算 額
　　　　　　　財 　 源　  内 　 訳　 （単位：千円）

国  費 県  費 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源

7.安全で安心して暮らせる快適なまちづくり
当初予算書

251P

事    業    名
【継続】

親和町湊広場線整備事業

令和２年度は、親和町の市道新湊大下線のひょうたん池公園入口交差点から都市計画
道路元池大手広場線との交差点までの約990ｍ区間の用地取得及び建物補償を行います。

本路線は、国道57号（親和町）からひょうたん池公園、島原病院付近を経由し、国道
251号（白山町）を結ぶ、都市計画道路です。
外港周辺や島原病院から島原中央道路島原外港ＩＣへのアクセス道路としての役割を持

ち、市街地中心部の交通混雑の解消を図ります。また、本事業個所は、狭小な道路しかな
く、緊急車両の通行に支障をきたすだけでなく、学童の通学においても危険であることか
ら整備を行い、地域住民の利便性の向上と沿線地域の良好な市街地形成を図ります。

幅員狭小市道（南下川尻町）

島原港ターミナル

ひょうたん池公園入口付近

ひょうたん池公園

島原外港

島原病院
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【事業目的】

【事業概要】

8 款 5 項 3 目 目名称

7.安全で安心して暮らせる快適なまちづくり
当初予算書

251P

事    業    名
【継続】

安徳新山線整備事業

当 初 予 算 額
　　　　　　　財 　 源　  内 　 訳　 （単位：千円）

国  費 県  費 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源

1億5,993万0 6,384万0 6,120万0 3,489万0

事  業  期  間 平成２７年度～令和８年度 （複数年度事業） 総 事 業 費 8億5,000万0

科 目 街路整備事業費 都市整備課

事
業
計
画

前 年 度 ま で 今   年   度 来 年 度 以 降

測量及び設計
効果分析調査

都市計画決定・事業認可
用地取得及び建物補償

用地取得及び建物補償
本工事　延長L=280ｍ

令和２年度は、南下川尻町の市道湊町新湊線から都市計画道路親和町湊広場線との交差点
までの約280ｍ区間の用地取得及び建物補償を行います。

本路線は、国道251号水無川橋から秩父が浦町の国道57号交差点、緑町を経由し、都市
計画道路新山本町線の新山交差点を結ぶ都市計画道路です。
外港周辺や島原病院から国道251号へのアクセス道路としての役割を持ち、市街地中心

部の交通混雑の解消を図ります。また、本事業個所は、狭小な道路しかなく、緊急車両
の通行に支障をきたすだけでなく、学童の通学においても危険であることから整備を行
い、地域住民の利便性の向上と沿線地域の良好な市街地形成を図ります。

市道湊町新湊線（南下川尻町）付近

島原港ターミナル

現況幅員狭小市道（下川尻町）

ひょうたん池公園
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【事業目的】

【事業概要】

8 款 5 項 3 目 目名称

7.安全で安心して暮らせる快適なまちづくり
当初予算書

253P

事    業    名
【継続】

街路整備事業費負担金【新山本町線整備事業】

当 初 予 算 額
　　　　　　　財 　 源　  内 　 訳　 （単位：千円）

国  費 県  費 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源

3,000万0 2,100万0 900万0

事  業  期  間 平成２６年度～令和２年度 （複数年度事業） 総 事 業 費 17億5,000万0

科 目 街路整備事業費 都市整備課

事
業
計
画

前 年 度 ま で 今   年   度 来 年 度 以 降

測量及び設計
用地取得及び建物補償
本工事　延長L=183ｍ

用地取得及び建物補償
本工事　延長L=200ｍ

県営事業（用地取得及び建物補償、本工事）の負担金です。

本路線は、新山一丁目から、上の原一丁目、柿の木町、柏野町を経由し、本町の県道
野田島原線を結ぶ都市計画道路です。県営事業として、都市計画道路 霊南山ノ神線との
交差点から高島丁椿原線との交差点までの約660ｍ区間の整備に対する負担金です。
本路線の整備により、市街地中心部の幹線道路である国道251号や元池大手広場線の交

通混雑の解消を図ります。併せて、本事業個所は、狭小な道路しかなく、緊急車両の通
行に支障をきたすだけでなく、学童の通学においても危険であることから整備を行い、
地域住民の利便性の向上と沿線地域の良好な市街地形成を図ります。

市道 高島丁椿原線（萩原三丁目）
第二小学校

白
土

湖

現況幅員狭小市道（上の原三丁目）
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【事業目的】

8 款 5 項 4 目 目名称

改修工事L=299m
ボックスカルバート改修

科 目 都市下水路費 都市整備課

事
業
計
画

前 年 度 ま で 今   年   度 来 年 度 以 降

老朽化調査及び補修補強設計
改修工事L=200m

ボックスカルバート改修

改修工事L=57m
ボックスカルバート改修

事  業  期  間 平成２７年度～令和６年度 （複数年度事業） 総 事 業 費 9,107万0

1,300万0 1,300万0

当 初 予 算 額
　　　　　　　財 　 源　  内 　 訳　 （単位：千円）

国  費 県  費 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源

7.安全で安心して暮らせる快適なまちづくり
当初予算書

253P

事    業    名
【継続】

晴雲団地都市下水路改修事業

第一中学校

【事業概要】
田町から南柏野町までの延長約1340mについて、老朽化調査により損傷が確認された

556ｍ区間の改修工事を年次計画により実施するものです。

晴雲団地都市下水路は、昭和36年から施設が建設され、50年以上を経過し、コンク
リート構造物の劣化に伴う施設の損傷が見られる箇所があります。
平成27年度実施した老朽化調査の結果から、劣化状況に応じた改修補強工法により、

施設の改修工事を行い、施設の長寿命化を図りながら、計画的な維持管理を行ないます。

都市下水路内を撮影 コンクリート床板内の鉄筋が腐食し、破損している状況

R2

R3

R4
R5
R6

晴雲寺
島原高校

第一小学校
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【事業目的】

【事業概要】

8 款 6 項 1 目 目名称

当 初 予 算 額
　　　　　　　財 　 源　  内 　 訳　

7.安全で安心して暮らせる快適なまちづくり
当初予算書

255P

事    業    名
市営住宅整備事業

（単位：千円）

国  費 県  費 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源

9,460万0 2,700万0 3,190万0 3,570万0

事  業  期  間 令和元年度～ 総 事 業 費

　柏野住宅において、外壁・屋根等が劣化しているため、塗装等の改修工事を実施し、施
設の長寿命化を図ります。
　稗田・杉山団地は、個別施設計画により廃止を予定しており、入居者が移転した空き棟
は防犯、保安上の問題により解体します。
　平成１９～２１年度において設置した火災警報器が、耐用年数１０年を迎えているため
更新します。

科 目 住宅管理費 都市整備課

事
業
計
画

前 年 度 ま で 今   年   度 来 年 度 以 降

・柏野住宅外壁改修工事
　設計業務
・大三東団地外壁改修工事
・稗田・杉山団地解体工事

・柏野住宅屋根・外壁改修工事設計
　業務（その２）
・柏野住宅屋根・外壁改修工事（その
１）
・稗田・杉山団地解体工事
・火災警報器設置工事（更新）

・柏野住宅屋根・外壁改修工事設計
　業務（その３）
・柏野住宅屋根・外壁改修工事（その
２）
・稗田・杉山団地解体工事
・火災警報器設置工事（更新）

　①柏野住宅……３棟（つばき・まつ・ひのき棟）３０戸の屋根・外壁改修工事設計業務（その２）
　②柏野住宅……３棟（さくら・もも・うめ棟）２４戸の屋根・外壁改修工事（その１）
　③稗田・杉山団地…９棟（１８戸）の解体工事
  ④火災警報器設置工事…平成１９～２１年度設置工事の更新

①②柏野住宅

③稗田・杉山団地
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【事業目的】

8 款 6 項 4 目 目名称

　空家等対策の推進に関する特別措置法（空き家に関する施策を総合的かつ計画的に実施す
るための基本的な指針）が示されたことにより、老朽化し危険な空き家住宅の除却を行う方
に、その除却費の一部（最大50万円）の補助を行うものです。

　補助対象　不良住宅の除却等に要する費用
　　　　　（補助率：補助対象工事費の40％、限度額50万円）

　事業効果　老朽危険空き家を除却することで、防災性や防犯性を向上させ、良好な
　　　　　　景観を形成します。

（単位：千円）

引き続き実施予定

平成２８年度～事  業  期  間

老朽化し危険な空き家の除却
に要する費用に補助
（15件）

事    業    名
【継続】

750万0

当 初 予 算 額
　　　　　　　財 　 源　  内 　 訳　

老朽危険空き家除却支援事業

257P
7.安全で安心して暮らせる快適なまちづくり

当初予算書

都市整備課

来 年 度 以 降
事
業
計
画

一 般 財 源そ の 他国  費 県  費

375万0

地 方 債

375万0

今   年   度

老朽化し危険な空き家の除
却に要する費用に補助
（38件）

【事業概要】

総 事 業 費

前 年 度 ま で

科 目 空き家等対策事業費

着手前 解体後
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【事業目的】

8 款 7 項 1 目 目名称科 目 下水道費 道路課

事
業
計
画

前 年 度 ま で 今   年   度 来 年 度 以 降

基礎調査業務
ＰＦＩ事業導入可能性調査業
務、ＰＦＩ事業者選定アドバ
イザリー業務

ＰＦＩ事業者選定アドバイザ
リー業務、浄化槽台帳整備業
務、公営企業導入支援業務

【事業概要】

事  業  期  間 令和元年度～ 総 事 業 費

1,600万0 533万3 1,066万7

当 初 予 算 額
　　　　　　　財 　 源　  内 　 訳　 （単位：千円）

国  費 県  費 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源

7.安全で安心して暮らせる快適なまちづくり
当初予算書

259P

事    業    名
【継続】

市設置型浄化槽整備事業

効率的な浄化槽の整備・維持管理を推進するためには民間のノウハウを活用するこ
とにより事業費の縮減、住民サービスの向上、市職員の負担軽減などの様々な効果が
見込まれるため、市設置型浄化槽整備事業に対して、ＰＦＩ事業の導入可能性調査等
の業務を行います。

○市設置型浄化槽整備事業調査業務委託 １，６００万円（国庫補助１/３）
・ＰＦＩ事業実施可能性調査
・事業スキームの作成
・経済性評価（市直営方式とＰＦＩ方式の事業費算定）
・民間事業者の意向調査
・浄化槽ＰＦＩ事業計画検討
・実施方針案の作成
・ＰＦＩ事業者の選定アドバイザリー業務

119



【事業目的】

補助金額

※財源内訳（５人槽の場合：環境省基準額　837千円）

8 款 7 項 1 目 目名称

国

1/3　110千円

個人負担金

約60％　505千円

補助額

約40％　332千円

市

1/3　112千円

県

1/3　110千円

科 目 下水道費 道路課

事
業
計
画

前 年 度 ま で 今   年   度 来 年 度 以 降

上記事業概要と同じ
（5,921基を設置見込）

上記事業概要と同じ
（200基を設置）

引き続き実施予定

【事業概要】

人槽区分 補助限度額（千円）

３３万２千円

４１万４千円

５４万８千円

５

６～７

８～50

事  業  期  間 平成５年度～ 総 事 業 費

7,777万0 2,592万3 2,592万3 2,592万4

当 初 予 算 額
　　　　　　　財 　 源　  内 　 訳　 （単位：千円）

国  費 県  費 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源

7.安全で安心して暮らせる快適なまちづくり
当初予算書

259P

事    業    名
【継続】

浄化槽設置整備事業

本事業により、公共用水域や、河川の水質汚濁防止に寄与し、環境保全と生活水準
の向上に資するもの。平成５年度から実施し、国・県・市が１／３（※）の負担割合
で補助を行い、平成３０年度までに５，７２１基設置されています。

汚水処理の未普及解消につながる浄化槽を設置しようとする方に対して、予算の範囲
内で補助金を交付します。

《事業主体》 島原市
《事業期間》 旧島原市 平成５年度～

旧有明町 平成３年度～

※浄化槽を設置する場合、単独浄化槽の撤
去を要する工事については、９万円又は撤
去費用のいずれか少ない金額を加算して補
助金を支給します。
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